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令和３年度 金融経済教育研究授業 指導計画 

山梨県立甲府東高等学校 

教諭 村松 親志 

【単元名】第６章 現代の経済社会と政府の役割 
【対象】２年生（公民科：現代社会） 
【教科書】高校現代社会 新訂版（実教出版） 
【資料集】最新現代社会資料集 2021（第一学習社） 
【単元の指導計画】全５時間 

時間 授業日時 学習活動 使用教材など 

① 
10 月６日 

（水） 

10:05～11:00 

【金融と金融機関の役割】 
●銀行（市中銀行・中央銀行）の役割と金
融政策について理解する。 

●金融の自由化と国際化について理解す
る。 

・教科書、資料集 
・あなたと銀行のかかわり 
（動画で学ぶ銀行の仕事） 

② 
10 月 12 日

（火） 

10:05～11:00 

【市場経済における投資の役割】 
●市場機構の機能と限界について、現代社
会の諸課題を理解しながら考察する。 

●投資活動は、証券市場を通じて政府や企
業の活動資金となり、持続可能な社会の
形成に関与することを理解する。 

・教科書、資料集 
・(日本証券業協会)サクサクわかる！
資産運用と証券投資スタートブック 
（基本編５-３～５-５：長期投資） 

③ 
10 月 13 日

（水） 

10:05～11:00 

【金融商品の特徴】 
●金融商品の種類、資産形成の具体例につ
いて理解、考察する。 

●リスクとリターン、金融商品の３つの特
徴「長期・積立・分散」を理解する。 

・マナブとメグミのお金のキホン BOOK 
 （金融商品の選び方） 
・知っておきたいお金の話 
 （第２話、第３話） 
・はじめての生活が豊かになるお金の
運用（第４話） 

・(日本証券業協会)サクサクわかる！
資産運用と証券投資スタートブック 

（基本編４-１～４-５：金融商品の特
徴） 

④ 
10 月 19 日

（火） 

10:05～11:00 

【資産形成の意義と課題１】 
●資産形成について理解する。 
●金融リテラシーについて、そのスキルを
高めることが安定した資産形成を可能
にすることを理解する。 

・教科書、資料集 
・はじめての生活が豊かになるお金の
運用（資産形成に役立つ制度） 

・(日本証券業協会)サクサクわかる！
資産運用と証券投資スタートブック 
（基本編２-１：「投資は社会貢献」） 

⑤ 
10 月 26 日

（火） 

14:35～15:30 

【資産形成の意義と課題２】 
●資産形成の意義と公共の福祉 
個人の資産形成が結果的に社会全体の
利益につながる仕組みを理解し、資産形
成の意義と社会への貢献について考察
する。 

・教科書、資料集 
・(日本証券業協会)サクサクわかる！
資産運用と証券投資スタートブック 
（基本編２-１：「投資は社会貢献」） 

 
１. 単元名（題材名） 
   現代の経済社会と政治の役割 
 
２. 単元観（題材観） 
  金融は、家計や企業の資金を様々な経済主体に投資することで社会全体の資本を増加させ、生産性を高め、

国家を豊かに発展させる役割を担っているが、近年の金融制度改革の動向や金融政策は変化（フィンテック
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の進行、キャッシュレス社会の進行、多様な決済手段の普及等）しており、金融および金融政策には、国民
一人一人の資産形成支援という新たな機能も求められていると考える。老後要 2,000 万円時代という問題
は、自助努力による解決も求められているが、国家政府によるリードが前提になければ乗り切ることは恐ら
く不可能に近い。その成果が社会全体に対して不確実なままでは、資産形成は金融政策の補填になり得ない
という事実を重視した上で授業展開を計画した。 

 
３. 指導方針 
 ・金融を通した経済活動の活性化について多面的・多角的に考察、構想し、表現させる。 
 ・金融に関する技術変革について、フィンテックと呼ばれる IoT、ビッグデータ、人工知能といった革新的 

な金融サービスを提供する動きや、暗号資産（仮想通貨）など多様な支払・決済手段の普及などによる国 
民経済、家計、企業への影響について認識させる。 

・金融リテラシーの観点から金融や資産形成について考察させ、金融や経済に関する正しい知識や的確な判
断力を高めさせる。 

 
４. 単元（題材）の指導目標 
 ・金融の役割、銀行の役割、中央銀行の役割について理解する。 
 ・金融商品の特徴を学び、金融商品のリスクとリターンについて理解する。 
・投資と投機の違いを理解し、投資が持続可能な社会の形成に寄与する仕組みであることについて考察する。 
・安定した資産形成を目指すことと金融リテラシーを高めることの相関関係について考察する。 

 ・資産形成の意義と社会への貢献との相関性について理解する。 
 

関心・意欲・態度 
金融政策および金融機関の働きについて関心を高め、その役割について客観的に捉え
られるようにする。また、資産形成に関して、社会全体の利益も視野に入れた金融商
品の運用について主体的に考察させる。 

思考力・判断力 
・表現力 

金融政策が自分たちの生活や社会に与える影響について考察させ、その内容を具体的
に表現させる。今日の金融政策が抱える課題を認識させ、その対策を多面的・多角的
に考察させる。また、資産形成を金融リテラシーの観点から検証することで、社会全
体の発展、利益の拡大につながることに気付かせ、資産形成の理想的な在り方につい
て表現させる。 

資料活用の技能 
金融政策、金融機関、資産形成等について、それらを取り巻く現状や課題に関する諸
資料を収集、検証させる。 

知識・理解 

中央銀行の役割や金融政策の目的と手段を理解させ、景気変動や私たちの消費や貯蓄
に大きな役割を果たしていることを認識させる。ローンやクレジットなど日常生活に
おける金融の役割、融資における自己責任の原則や契約の重要性について理解させる。
また、資産形成の意義と役割を理解することで、社会全体の利益の拡大にもつながる
在り方を考察させる。 

 
５. 単元（題材）の評価基準 

関心・意欲・態度 

・金融政策について理解し、金融機関の働きについて関心を高め、その役割につ 
いて客観的に捉えようとしている。 

・金融商品について理解し、社会全体の利益も視野に入れた資産形成について主 
体的に考察している。 

思考力・判断力 
・表現力 

・金融政策が私たちの生活や社会に与える影響と金融政策が抱えている課題につ 
いて多面的・多角的に考察し、その内容や対策を具体的に表現している。 

・資産形成を金融リテラシーの観点から検証し、社会全体の発展、利益の拡大につな
がる考察をしながら、理想的な在り方を表現している。 

資料活用の技能 
・金融政策、金融機関、資産形成等について、それらを取り巻く現状や課題に関 
する諸資料を様々なメディアを通して収集し、課題の解決に向けて分析している。 

知識・理解 

・中央銀行の役割や金融政策の目的と手段を理解し、景気変動や消費や貯蓄という私
たちの生産活動に大きな役割を果たしていることを認識できる。 

・ローンやクレジットなど日常生活における金融の役割、融資における自己責任の原 
則や契約の重要性について理解している。 

・資産形成の意義と役割を理解し、社会全体の利益の拡大にもつながる在り方を考察
している。 
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６. 単元の指導計画（全５時間） 

時

間 
〇学習内容  ▼学習活動・形態 

評価の観点 
□評価基準 ■評価方法 

関 思 技 知 

第 

１ 

時

 

 

 

〇金融、金融政策、金融機関について、その意義、 

内容、活動を学習する。 

▼板書転記、発問に対する応答。 

「動画で学ぶ銀行の仕事」視聴を活用した考察。 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

□資料等を見て考察し、発問に正し 

く回答しているか。 

■観察、回答内容 

第 

２ 

時 

 

 

 

〇市場機構の仕組みと意義、限界を学習し、計画 

化や規制といった市場経済への介入が現実にあ 

ることを理解する。 

〇投資と投機の違いを理解し、特に投資は証券市 

場を通して政府や企業の活動資金にもなり、持 

続可能な社会の形成に寄与することを学習する。 

▼資産運用と証券投資スタートブックを活用した 

考察とその内容に準じた発問への回答。板書転 

記、学習プリント記入。 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□投資と投機の違い、市場経済にお 

ける投資の役割について理解して 

いるか。 

□市場機構の限界を踏まえて、投資に

対する規制や介入が存在すること

を理解しているか。 

■観察、回答内容 

 

第 

３ 

時 

 

 

 

 

〇金融商品について学び、その特徴（リスクとリ 

ターン、長期・分散・積立）を理解する。 

▼板書転記、発問に対する応答。 

資産運用と証券投資スタートブックを活用した

考察とその内容に準じた発問への回答。 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□金融商品の特徴を理解しているか。 

発問に正しく回答しているか。 

■観察、回答内容 

第 

４ 

時 

 

 

 

 

〇資産形成について学習し、金融リテラシーを高め 

ることと安定した資産形成の相関性を理解する。 

▼板書転記、資産運用と証券投資スタートブックを 

活用した考察。学習内容に関する感想のまとめ。 

●   ● 

 

 

 

 

□資産形成の意義について理解し、 

自己の見解をまとめているか。 

■まとめと感想の内容 

第 

５ 

時 

 

 

 

〇個人の資産形成と公共の福祉について、その関連 

について考察する。 

▼資産運用と証券投資スタートブックを活用した 

 考察。考察内容についての発問への回答。最終的 

 な感想（提言）のまとめ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

□個人の資産形成と社会への貢献に 

ついて、第４、５時の学習内容を鑑 

みながらまとめているか。 

■まとめと感想の内容 

 

【本時の指導⽬標】⾦融の役割、銀⾏の役割、中央銀⾏の役割について理解する。  
【本時の問い（学習課題）】⾦融政策とは何か。 

【本時の指導⽬標】資産形成について理解する。安定した資産形成を⽬指すことと⾦融リテラシーを 
【本時の指導⽬標】⾼めることの相関関係について考察する。 
【本時の問い（学習課題）】  資産形成と⾦融リテラシーの関係。 

【本時の指導⽬標】資産形成の意義と社会への貢献の相関性について理解する。 
【本時の問い（学習課題）】公共の福祉の観点から考える、資産形成の在るべき形。 

【本時の指導⽬標】⾦融商品について学ぶ。⾦融商品が持つリスクとリターンについて理解する。 
【本時の指導⽬標】⾦融商品の３つの特徴を理解する。 
【本時の問い（学習課題）】個⼈の投資と市場機能の補填とのつながり。 

【本時の指導⽬標】市場経済における投資の役割を理解する。 
【本時の問い（学習課題）】個⼈の投資と社会の発展との関連。 


